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2020年度活動報告
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７つの活動重点テーマ
１．こどもの権利
２．共生・国際的支援活動
３．日本文化、地域文化、各国文化の学び・継承
４．こどもと家族の健康
５．こどもがまんなか生活
６．プロジェクトの社会への普及啓発活動
７．連携・共有

主催
全日本私立幼稚園連合会
全日本私立幼稚園PTA連合会
（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

いつも「こどもがまんなか PROJECT」にご理解いただきまして、誠に有り難うございます。

さて、この度の新型コロナウイルス感染症の流行により、楽しみに準備してきた卒園式・
入園式をはじめ、様々なイベントが実施できなかった園、もしくは簡素化した内容で実施
した園が多くありました。そのような状況において、現場の教職員の皆様には大変難しい
判断をおこないながら、こども達の安全を第一に行動していただいたことに、まずは感謝
を申し上げます。

また、緊急事態宣言中に在宅勤務の導入が進み、たくさんの時間を一緒に過ごされたご家庭
も多かったと思います。親子のコミュニケーションを通して、新たな気付きや発見があり、
さらに家族の絆も深まったことでしょう。そのことにおいては、4 月から5月に及んだステ
イホーム期間も決して悪いことばかりではなかったと感じております。

教育環境についても、オンライン教育の導入も少しずつ前に進み、幼児教育においてもリ
アルとデジタルを効果的に組み合わせることが求められ、環境変化に対応した教育プログ
ラムの開発が必要な時代となりました。
また全世界で取り組みが進んでいる SDGs( 持続可能な開発目標 ) についても、達成目標年
である2030年まであと10年です。ぜひ、園での SDGs 活動も重要テーマとして推進して
いきましょう。

そして「こどもがまんなかPROJECT」においても今までの活動を振り返りながら、この
PROJECTの意味をしっかりと理解して、これからの新しいライフスタイルのあり方を皆さ
んと一緒に考えていきたいと思います。
コロナウイルスの流行はまだまだ予断を許さない状況ですが、こども達の成長を止めず、
前例のない新たな子育て支援にも挑戦していくことが求められています。やらなければい
けない事がたくさんあります。引き続き、どうぞ宜しくお願い致します。

「こどもがまんなかPROJECT」
企画推進会議より

「こどもがまんなかＰＲＯＪＥＣＴ」とは
子どもを真ん中に位置づけた豊かな子育て環境を実現する運動です
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G U I D E  L I N E 【応募要項】
 応 募 期 間  　 2020 年 4 月 1 日～ 2020 年 8 月 31 日
 作品テーマ 　 だいすき
  応 募 資 格  　 撮影者が保育園・幼稚園の園児であること
 応 募 費 用  　 無料
 作 品 規 定  　 ●  対象作品は園児が自身で撮影した静止画に限ります。撮影後にソフトウェアやアプリ等で加工した作
 　品も応募可能です。
 ● DVD ブルーレイなどメディアでの応募は受け付けておりません。写真表現とみなすことができな 
 　いと判断したものは審査対象に該当しない場合があります。
 ● 1回のエントリーにつき最大5枚までアップロード可能です。1ファイルのデータサイズは10MBまで。
 ● 第三者の権利（著作権、商標権、肖像権など）を侵害する作品は応募できません。応募作品に、第 
 　三者の著作物（美術品、映画、写真、音楽など）その他の権利が含まれる場合は、当該第三者から 
 　本応募について事前の承認を得ていることが必要です。

AWA R D
■最優秀賞（1作品）
	 ●	受賞作品をプリントし、アルミフレーム額装し贈呈
	 ●	キヤノン	アソビカメラ	iNSPiC	REC
	 ●	軽井沢プリンスホテルイースト宿泊券
■優秀賞（3作品）
	 ●	受賞作品をプリントし、アルミフレーム額装し贈呈
	 ●	キヤノン	アソビカメラ	iNSPiC	REC
■入選（最大 5作品）
	 ●	受賞作品をアクリルキューブプリントし贈呈

J U D G E 【審査員】
安藤	桃子	（映画監督）
1982年、東京生まれ。高校時代よりイギリスに留学し、ロンドン大学芸術学部を卒業。その後、ニューヨークで映画作りを学び、
助監督を経て 2010年『カケラ』で監督・脚本デビュー。2011年、初の長編小説『0.5ミリ』( 幻冬舎 ) を出版。2014年、同作を
監督・脚本し、第39回報知映画賞作品賞、第69回毎日映画コンクール脚本賞、第18回上海国際映画 祭最優秀監督賞などその他
多数の賞を受賞。 2018年ウタモノガタリ CINEMA FIGHTERS project「アエイオウ」監督・脚本。情報番組のコメンテーター
としての出演や、CMや広告にも出演するなど多岐にわたり活動の幅を広げている。 現在は高知県に移住。高知県の映画館「ウィー
クエンドキネマ M」代表 「表現集団・桃子塾」塾長。未来へと繋げるプロジェクトにも力を注いでいる。

谷尻	誠（建築家）
1974年、広島生まれ。2000年、建築設計事務所SUPPOSE DESIGN OFFICE設立。2014年より吉田愛と共同主宰。広島・東京の2ヵ
所を拠点とし、インテリアから住宅、複合施設まで国内外合わせ多数のプロジェクトを手がける傍ら、穴吹デザイン専門学校特
任講師、広島女学院大学客員教授、大阪芸術大学准教授なども勤める。最近では、2019年末オープンの「BIRD BATH&KIOSK」
の他、「社食堂」や「絶景不動産」「21世紀工務店」ををはじめとする多分野で開業するなど、活動の幅も広がっている。

若木	信吾	（写真家）
1971年、静岡県浜松市生まれ。 ニューヨーク州・ロチェスター工科大学写真学科卒業後、「The New York Times Magazine」
や「SWITCH」 など国内外の雑誌や広告、音楽媒体と幅広い分野で活躍。自身の祖父を撮り続けた代表作の写真集「Takuji」「T」

「葬送」が、国内だけでなく、海外でも高い評価を受ける。その傍雑誌「youngtreepress」の編集発行、映画「星影のワルツ」「トー
テム～ song for home ～」「白河夜船」( 原作：吉本ばなな ) の監督と撮影を務めるなどさらに活動の場を広げている。2010年
に故郷の浜松に国内外の写真集などを販売する書店「BOOKS AND PRINTS」オープン。近年は個展やアートフェアへの出展も
続き、2016年9月には大規模な個展「Come&Go」が浜松市美術館で開催された。最新作に「Don’t Disturb My Disquieting 
Mood」がある。

運営 株式会社アマナ

そのちいさな視点でのぞいてみたら、世界はどういう風にみえるんだろう。
まだ開けたことのないとびらをそっとノックするみたいに、
そのドキドキワクワクした気持ちが、はじめてのアート作品になる。

A B O U T
“ こどもがまんなかフォトコンテスト ”とは、全日本私立幼稚園連合会が推進する「こどもがまんなか
PROJECT」主催の、“こどもによるこどものためのアートフォトコンテスト ”です。こども自身が、“カ
メラマンになって撮影する ”創作の場となる本コンテストは被写体もカメラも自由。もちろんスマホで
撮った写真だってOKです。唯一のルールは、テーマについてこども自身が考え、創作＝撮影すること。
今回のテーマは “だいすき ”知識も技術もいりません。まっすぐな気持ちでカメラを使って世界をかた
ちにしてみましょう。

こどもがまんなかフォトコンテストの開催

こどもがまんなか PROJECT は、“ 子どもの立場に立った社会づくり ” を理念に活動を続け
てまいりました。今年度はそのテーマをもとに、「こどもによるこどものための」アートフォ
トコンテストを開催しました。
子どもたちの「だいすき」が詰まった作品を、加盟園に限らず社会全体から広く募ること
ができました。
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■発　行：全日本私立幼稚園連合会（こどもがまんなか PROJECT）・全日本私立幼稚園 PTA
連合会・（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
■仕　様：A4　42 ページ　中綴じ
■価　格：１冊　300 円（税込）
 ■発行日：2018 年 12 月

HP（https://youchien.com/）上にて販売しています

■発　行：全日本私立幼稚園連合会・全日本私立幼稚園
PTA 連合会
■仕　様：A4　36 ページ　中綴じ
■販売価格：１冊 300 円（税込）
 ■発行日：2015 年 10 月

■発　行：全日本私立幼稚園連合会・（公財）全日本
私立幼稚園幼児教育研究機構
■仕　様：A4　50 ページ　無線綴じ
 ■掲載絵本数：約 220 冊
■価　格：１冊 500 円（税込）
 ■発行日：2016 年 12 月 20 日

幼児教育を取り巻く環境が目まぐるしく変わる中で、幼稚園が果たしている役割と重要性、
質の高い幼児教育を提供するための幼稚園の取り組みや子育て支援など、様々な内容を盛り
込んでいます。人間としての基盤が育つ幼児期から質の高い教育を行うことが大切である
と感じられます。

保護者の皆様に絵本の大切さを改めて考えていただくとともに、絵本選びの一助になればと
の思いで作成いたしました。絵本を介して過ごす親子の時間をさらに豊かなものにして
くれる一冊となっております。

日本の幼児教育の歴史を糸口に、昨今の少子化や保育ニーズの多様化を始めとした対応すべき
課題や、各国の幼児教育の現状など「子どもたちの生きる力」を育む幼児教育の取組みが
示されています。保護者会などにおけるテキストとしてもご活用いただけます。

子どもたちの未来のために幼児教育の大切さを知る

未来を生きる子どもたちのために
ー幼児教育をもっと豊かにー

読み方からおススメまで
絵本ガイド

22世紀の日本が輝き続けるために
〜幼児教育をもっと豊かに〜

絵本を通じた親子の時間を特別なものに

日本の幼児教育をより深く知るために

HP（https://youchien.com/）上にて販売しています

HP（https://youchien.com/）上にて販売しています

こどもがまんなかPROJECT企画推進会議
全日本私立幼稚園連合会・（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

調査広報委員会

C

全日本私立幼稚園連合会・全日本私立幼稚園 PTA 連合会

企画・編集 全日本私立幼稚園連合会・全日本私立幼稚園PTA連合会

お問い合わせ先 全日本幼稚園連合会
〒102-0073　東京都千代田区九段北4丁目2番25号　私学会館別館4階
電話番号03-3237-1080

発　　　行 平成27年10月

（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 理事長賞

（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構　理事長賞こどもがまんなかPROJECT賞 調査広報委員長賞

（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構　理事長賞こどもがまんなかPROJECT賞 調査広報委員長賞
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２
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５
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。
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９
５
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さ
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。
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９
５
６
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５
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日本の幼児教育の歴史と課題 1

年1956 年1947

5
6

　
近
年
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児
教
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様
々
な
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発
に
行

わ
れ
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い
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す
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し
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く
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で
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・
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的
・
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な
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充
実
に
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け
て
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り
組

み
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だ
不
十
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と
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え
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す
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の
機
会
の
提
供
と

い
っ
た
「
ア
ク
セ
ス
」
に
関
す
る
問
題
と
共
に
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児
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育
の

「
質
」へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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で
は
平
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24
年
度
に
上
智
大
学
が
文
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科
学

省
の
委
託
調
査
で
行
っ
た「
諸
外
国
の
幼
児
教
育
施
設
の
教
育

内
容
・
評
価
の
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状
や
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向
に
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す
る
調
査
及
び
幼
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教
育

の
質
保
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関
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国
際
比
較
研
究
」の
報
告
書
を
元
に
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界

の
幼
児
教
育
の
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

諸
外
国
の
幼
児
教
育
の
ト
レ
ン
ド

世
界
は
大
き
く
２
つ
の
類
型

学校へのレディネス　readiness for school

ソーシャル・ペダゴジー　social pedagogy

年1989
学
校
教
育
法

　
１
９
８
９（
平
成
元
）年
に
幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
従
来
の

６
領
域
か
ら
５
領
域
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。主
体
的
な
活
動
を
促
し
、「
遊

び
」を
通
し
て
の「
学
び
」が
主
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
子
ど
も
の
発
達
と
い
う
視
点
か
ら
の
幼

児
教
育
の
再
構
築
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

残された課題
● 本来の幼稚園教育としての独自性の確保
● 質の保証：物的・人的環境の整備、育成、改善
● 幼小連携・接続への対処
● 「特別支援教育に関連する法令」における公立と私立、幼稚園と保育所の格差が存在
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世界各国の幼児教育制度 2

平
成 

24
年
度
文
部
科
学
省
委
託
・
幼
児
教
育
の
改

善
・
充
実
調
査
研
究

「
諸
外
国
（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・

ド
イ
ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

韓
国
）
の
幼
児
教
育
施
設
の
教
育
内
容
・
評
価
の

現
状
や
動
向
に
関
す
る
調
査
及
び
幼
児
教
育
の
質

保
証
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
」

平
成 

25
年
３
月
　
上
智
大
学

　「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
保
育
白
書
」（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、２
０
０
６
）で
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
世
界
各
国
の
幼
児
教
育
は
大
き
く
２
つ
の
類
型

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

就
学
準
備
や
「
学
校
へ
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
（readiness for 

school

）」を
重
視
す
る
タ
イ
プ

幼
児
期
を
想
定
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
（social 

pedagogy

）」の
伝
統
に
則
り
、生
涯
学
習
の
基
盤
と
し
て
幼

児
期
を
位
置
づ
け
、
ケ
ア
・
養
育
・
教
育
に
対
し
て
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就学準備型

生活基盤型
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　動植物に身近に触れられる自然豊かな園庭やダイナミックで心
弾む遊具、知的好奇心を刺激する豊富な玩具や絵本、楽器など、日々
の生活の中で、子どもたちはそれらに触れることで、自分の中に
ある、豊かな創造性を引き出して遊びます。
　子どもが育つ環境とは、子どもたちの興味や関心を引き出すた
めに、自然や物、人や時間、空間が豊かに準備されていることで
あり、同時に子どもたちに寄り添い、適切な援助をする先生がい
ることが大切です。
　幼稚園は、子どもたちの成長を最大限に伸ばすために、これら
の環境の充実に取り組んでいます。

豊かな環境も、子どもの発達の特性を知る先生がいてこそ、
生かされ、学びの幅が広がります。

　子どもたちは自分が楽しいと思う遊びを見つけると、
飽きることなく繰り返し取り組みます。熱中することで
「もっとやってみたい」「これってどうなるの」「不思議だ
なあ」という気持ちが生まれ、そこから、いろいろな発
見や感動が育まれます。それは科学的な学びの始まりで
あり原動力です。そのために、一人ひとりに合った環境
を用意し、提供することが大切です。また遊びを通して、
自分の気持ちを伝えたり、相手を思いやることで、コミュ
ニケーション能力が自然と身に付き、人間形成の基礎が
築かれていきます。だからこそ幼稚園では遊びを大切に
しているのです。

幼稚園では、一般家庭では準備するの
が難しいものや特殊なものでも、先生
たちの専門的な視点で選択して豊富に
用意しています。

子どもと先生とが一緒に飼育や栽培し、先生
は動植物の変化や成長、美しさや不思議さに
子どもたちが気づけるようサポートをします。

　まず、先生は子どもたちが本来持っている興味や関心を引き出すた
めの遊びの環境を整えます。そしてその環境の中でそれぞれに遊び出
した子どもたちを温かく見守り、時には援助の声かけや手助けをする
ことで、子どもたちは一そう遊び込めるようになるのです。「楽しい」
「面白い」「不思議だなあ」「これって何？」など、遊びを共感しあえ
る先生がいるからこそ、子どもたちは安心して自分の居場所で遊びに
集中できます。また先生は同じ空間にいる子どもたちを繋げ、仲間に
する働きかけもします。幼稚園の先生はこの幼児と環境、仲間を繋げ
るパイプ役のような存在なのです。

自分の身の回りのことは、自分でする生活習慣が身
に付くように、一人ひとりにロッカーを用意してい
ます。

保育室の入口付近で所持品が整理でき
るように工夫。こうすることで、身支
度がスムーズにできるとすぐに遊び出
せます。

イスの配置の仕方一つで、友達との関わり
方、遊びが変わります。友達とどんな遊び
に発展していくかな？そんな想像をしなが
ら遊びを広げる環境を毎日考えています。

【出典】 「石川県私立幼稚園ガイドブック『だから、幼稚園！ 2015-2016 年版』」
永井  理恵子 先生、金沢支部研修第三期「保育環境を考える会」

遊びは学び、「生きる力」を育む 6

( 右 ) のイスの配置で電車ごっこが始まり、
(右下 ) はお風呂遊びが始まりました。
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ご希望の園へ
無料で出張イベント・
サンプリングを
おこないます！

「こどもがまんなか PROJECT」オフィシャルサポーター企業は、全国の園でたくさんのイベ
ント・サンプリング等をおこなっています。
代表的な活動として、保護者とお子様が一緒になって参加するイベント活動があります。こちら
はイベントを希望する園へオフィシャルサポーター企業が出向き、先生方の協力をいただきながら、
みんなでワイワイ・ガヤガヤと楽しい時間を過ごす企画です。そのうえ単に楽しむだけでなく、知っ
て・学べる教育的観点も備わっているため、園からの実施要望もたくさんいただいてます。

イベント実施を希望される園は、P15の申込書にて「こどもがまんなか PROJECT オフィシャルサポー
ター企業運営事務局」までお申し込み下さい。
ただし、ご案内までにお時間がかかる場合がございます。ご了承ください。

園とオフィシャルサポーター企業
との取り組み

オフィシャルサポーター
企業運営事務局の役割

オフィシャルサポーター企業運営事務局として、タナベ経営が園との橋渡しをしていま
す。企業がもっている、こども達や関係者にとって教育上、有意義で素晴らしい商品・
サービスをご紹介し、相互に喜ばれる関係づくりのお手伝いをしています。

タナベ
経営

オフィシャルサポーター
企業運営事務局

オフィシャル
サポーター
企業全国の

私立幼稚園・
認定こども園

活動支援

教育上、有意義な
コンテンツ提供

CSR・PR活動

オフィシャル
サポーター企業
募集支援

PROJECTの
広報活動支援

コンテンツ
開発支援

販促支援

商品開発支援

コンサルティング

7つの重点テーマに
沿った活動
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体験教室体験教室

「こどもたちの「学ぶ喜び」を応援！」
「見る、さわる、体験する」ことで楽しみながら

鉄道の歴史や安全、技術を実感！

　京都鉄道博物館は、「見る、さわる、体験する」をテーマに、感動とひらめき、知的好
奇心を生み出す博物館として、こどもから大人まですべての人が楽しめる生涯学習の場
となることを目指しています。
　きっぷを買って自動改札機を通ってみる。踏切を渡ってみる。そして、普段乗ること
ができない本物の蒸気機関車に乗ってみる。ドキドキワクワクしながら、いつも見てい
る鉄道の使い方や、安全に運行するための仕組みなどを学ぶことができます。
　京都鉄道博物館HPでは、おともだちやご家族と一緒に予習・復習ができる塗り絵等
もご用意しています。
　体験を通じて、新しいことを知り、それをおともだちやご家族と共有する。京都鉄道
博物館は、そんなこどもたちの「学ぶ喜び」を応援しています。

京都鉄道博物館

施設概要
施設名 京都鉄道博物館
所在地 京都市下京区観喜寺町
業務内容 鉄道博物館の運営を通じた、鉄道の安全・技術・文化の継承、発展、創造

「IP無線機・バスwaCoCo　無料体験」
災害時でも使えるIP無線機とバス位置がLINEでわかる

バスwaCoCoで業務改善

　「当たり前の防災を体現する」を理念に掲げる当社は、高度利用の緊急地震速報機や、
災害時にも通話規制の影響を受けないデータ帯域で通話するＩＰ無線機を提供しています。
IP無線機は園内の業務で使用する携帯電話や内線電話に置き換わるものとして、当社では
2017年に幼稚園・保育園・認定こども園の皆様への提供に注力し始めました。そして、こ
の3年余りで800以上の園様に導入いただいております。その背景には、全国各地で相次
ぐ地震などの災害から、災害時の対応をより緊迫して見直すきっかけとなっているようです。
　またIP無線機の位置情報を利用して、園バスの位置を保護者さまのLINEでお知らせする
「バスwaCoCo」もお客様の声から生まれ、リリースしました。
　子どもたちの安全を守るために、円滑に情報を受発信して状況をいち早く把握し判断で
きる体制づくりを目指し、今後もIP無線機の活用を広めてまいります。

ニシハタシステム

会社概要
会社名 株式会社ニシハタシステム
所在地 本社：大阪府泉佐野市日根野4341-9
 東京支社：東京都渋谷区千駄ヶ谷5-27-3 やまとビル8階
業務内容 IP無線機販売業務、緊急地震速報販売業務、放送設備等販売及び施工業務
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作業効率
アップイベント

「園グッズの手づくりをサポート」
入園グッズ手作りが初めてのパパ・ママの為に

店舗やWEBでサポートをしています

　藤久では全国で手芸専門店「クラフトハートトーカイ」を運営し、保護者の皆さんの手作り
を応援しています。
多くの方がこどもの幼稚園入園のタイミングでグッズ手作りデビューをしています。
何を作れば良いか分からない、どうやって作れば良いか分からない…、などといった不安を、
店舗のスタッフが全面サポート。必要な生地や材料を始め、作り方も丁寧にご説明させて頂
きます。店舗周辺の幼稚園オリジナルのグッズ作りにも対応していますので、分からないこと
があれば何でもご相談ください。
また忙しい幼稚園の先生向けに、簡単でお得なネット通販も行っています。
園でよく使う材料や商品をはじめ、全国で人気の商品やオススメ情報も発信しています。
　毎日使う手作りの幼稚園グッズを通じて、パパ・ママとこどもの愛情いっぱいの幼稚園生活
を応援しています。

会社概要
会社名 藤久株式会社
所在地 名古屋市名東区高社一丁目 210 番地　
業務内容 手芸専門店及び生活雑貨専門店の運営

藤久

「夢のケーキコンテスト2020」
描いたイラストが本物のケーキになる!

“大好きな人に贈りたい、夢のバースデーケーキ”

　「夢のケーキコンテスト」は、「こんなケーキがあったらいいな！」というイラストを募集し、
グランプリ受賞者には、当社のパティシエが本物のケーキにしてプレゼントするという、お
子さまの夢を実現するコンテストです。
　2009 年にスタートしたこのコンテストは、“夢のクリスマスケーキ ”をテーマに実施して
まいりました。そして12回目の開催となる本年からは、より人を想う気持ちを大切にして
ほしいという願いを込めて、“大好きな人に贈りたい、夢のバースデーケーキ ”をテーマに
リニューアルいたしました。
　ケーキづくりを通して子どもたちの夢を育み、笑顔を広げていきたいとの想いからスター
トしたプロジェクトです。
　授賞式で完成したケーキをお披露目するときは、パティシエも社員もドキドキ。受賞者の
顔にパッと笑みが広がるのを見ると、とてもうれしい気持ちになります。
　今後も、たくさんの子どもたちに笑顔を広げる取り組みにチャレンジし続けてまいります。

銀座コージーコーナー

会社概要
会社名 株式会社銀座コージーコーナー
所在地 東京都中央区築地 7-17-1　住友不動産築地ビル 5 階
事業内容 洋菓子の製造・販売およびレストラン・喫茶店の経営
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こどもがまんなかPROJECT

貴園名 園児数　　　　　人

ご住所　〒 職員数　　　　　人

お電話　　　　　　　　　　 　　　　　FAX 

お役職　　　　　　　　　　お名前　

FAX：（03）6758-0084

「こどもがまんなかPROJECT」のオフィシャルサポーター企業による
無料のイベント開催・サンプリング希望幼稚園を募集しています。

※申込園数、イベント時期、開催エリアを考慮して、順次ご案内させていただきます。ご案内までにお時間がかかる場合がございます。ご了承ください。

【無料のイベント開催・サンプリング希望幼稚園申込書】

以前にご提出
いただきました
園様のお申し込み
は不要です！

募集中！！

楽しい・ためになる
無料イベントと
皆が喜ぶ

サンプリング希望園

こどもがまんなかPROJECTオフィシャルサポーター企業運営事務局　
（株）タナベ経営 マーケティングコンサルティング本部　担当：伊東　TEL：（03）6758-0080

お問合せ

「こどもがまんなかＰＲＯＪＥＣＴ」
オフィシャルサポーター企業運営事務局からのご挨拶

　私たちタナベ経営は、「こどもがまんなか PROJECT」の理念にご賛同いただき、
オフィシャルサポーター企業として一緒に活動していただける協賛企業の募集活動を
しています。そしてオフィシャルサポーター企業がおこなう、園でのイベント・サンプ
リング等の調整、また園・保護者の皆様に向けたお知らせ等の作成・発信をしてい
ます。
　まずはこの PROJECT の素晴らしい理念・活動を多くの企業に知ってもらい、とも
にこの活動を通して幼児教育の更なる発展に貢献できるように、協賛企業とともに頑
張っていきます。
　また各地区での教育研修大会では、「こどもがまんなかPROJECT」ブースとしてオ
フィシャルサポーター企業の活動報告をするとともに、イベント・サンプリングを実
施したい園のお申し込みを受け付けております。黄色いエプロンが目印ですので、お
気軽に声をかけて下さい。引き続き、宜しくお願い致します。

前列右から、つつい・ひがし、後列右から、いとう・しまだ

問い合わせ

〒100-0005 東京都千代田区丸の内 1 丁目 8 番 2 号 鉃鋼ビルディング 9F
TEL：03-6758-0080　FAX：03-6758-0084　担当：伊東
http://www.tanabekeiei.co.jp/ 検	索タナベ経営

マーケティングコンサルティング本部
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